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第４章、保守王国青森県の核燃施設反対運動 





 青森県の六ヶ所村において、過去 40 年以上促進されてきたむつ小川原開発の推進と核燃料サ
イクル施設の建設は、県民にとって重大な課題でその推進と建設の経緯については、多面的な
視点から検討されるべきである。 
 新全国総合開発計画の一環として、1969 年 5 月、むつ小川原開発の構想が登場。それは、高
度経済成長の夢を極限にまで追求したもので、骨格は、全国各地に数カ所の巨大な工業基地を
立地するとともに、新幹線や高速道路などの高速交通体系を構築するというものだ。青森県は、

























 核燃反対運動が最も高揚したのも、1987 年から 1991 年の時期であり、その中心は農業従事
者であり、全県的な規模で県当局の基本政策に正面から反対した最初の抗議運動として、核燃










なかったのは、核燃建設を阻止しうる現実的可能性が、手続き的には 1985 年 4 月、県知事、六ヶ
所村村長が事業者側と結んだ立地基本協定を破棄することしかなかったからである。 
以上、保守王国青森県の開発行政の実態を明らかにした上で、核燃反対運動派が全力を注い
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